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環境産業分科会　報告

文教福祉分科会　報告

都市建設分科会　報告

議会報告会を開催議会報告会を開催第４回

▼
調
査
・
研
究
経
過

　

秦
野
市
議
会
で
は
、
前
任
期
の
平
成

21
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

主
に
「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
議

論
を
交
わ
し
、
平
成
23
年
第
２
回
定
例

会
で
、
「
秦
野
市
議
会
基
本
条
例
」
を

提
出
し
、
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
任
期
開
始
と
と
も
に
、

再
度
設
置
さ
れ
た
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
は
、
こ
の
「
議
会
基
本
条
例
」
の

基
本
理
念
に
か
ん
が
み
、
一
層
の
議
会

の
活
性
化
と
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
特
に
適
正
な
議
員
の
定
数
に
つ

い
て
、
検
討
す
る
た
め
、
設
置
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
設
置
以
降
、
会
議

を
41
回
に
わ
た
り
開
催
し
、
議
員
定
数

の
ほ
か
、
議
員
報
酬
、
議
決
事
件
の
追

加
、
議
会
報
告
会
、
通
年
議
会
な
ど
、

議
会
の
活
性
化
に
向
け
た
諸
課
題
に
つ

い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
な
ど
、

積
極
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

▼
議
員
定
数
に
つ
い
て

　

「
社
会
情
勢
の
変
化
や
、
本
市
の
財

政
状
況
か
ら
、
ま
た
、
市
民
要
望
を
踏

ま
え
て
、
議
事
機
関
・
監
視
機
関
と
し

て
の
機
能
を
よ
り
強
化
し
つ
つ
、
議
会

改
革
を
進
め
る
中
で
、
議
員
定
数
を
削

減
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
の
意
見
が

あ
る
一
方
、
少
数
意
見
と
し
て
、
「
市

民
の
声
を
く
ま
な
く
議
会
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
執
行
機
関
に

対
す
る
監
視
機
能
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
状
の
定
数
を
維
持
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

▼
議
員
報
酬
に
つ
い
て

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
へ
諮
問
を
依

頼
し
た
と
こ
ろ
、
「
今
後
の
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
は
、
改
定
が
必

要
。
定
期
的
に
審
議
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
、
議
員
報
酬
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
議
論
の
必

要
性
を
認
め
る
も
の
で
す
。

▼
議
決
事
件
の
追
加
に
つ
い
て

　

「
秦
野
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件

を
定
め
る
条
例
」
に
よ
り
、
「
秦
野
市

総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
等
」
、

「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
憲
章
及
び
宣

言
の
制
定
等
」
お
よ
び
「
姉
妹
都
市
又

は
友
好
都
市
の
提
携
等
」
に
関
す
る
こ

と
を
議
決
事
件
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
計
画
の
「
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
「
議
会
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
盛
り
込
め
る
よ
う
、
議
会
全
員

協
議
会
の
あ
り
方
な
ど
を
、
議
会
と
し

て
工
夫
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

　

議
会
報
告
会
は
、
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
き
、
市
民
に
直
接
、
議
会
の
活
動

状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
議
会
運
営

や
議
員
活
動
に
対
す
る
意
見
を
聴
く
た

め
、
平
成
24
年
か
ら
計
４
回
、
７
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
議
会
報
告
会
」
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
回
数
を
重
ね
な
が
ら
模
索
を
続

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
に
と
っ
て
も
、

　
今
任
期
の
開
始
と
と
も
に
設
置
し
た
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
は
、
４

年
間
に
わ
た
り
「
議
会
基
本
条
例
の
基
本
理
念
に
か
ん
が
み
、
一
層
の
議

会
の
活
性
化
と
機
能
の
強
化
を
図
る
」
こ
と
な
ど
を
目
的
に
調
査
・
研
究

活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
６
月
22

日
の
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
そ
の
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　平成 27 年５月 16 日（土）に『第４回　
議会報告会』を秦野商工会議所で開催しまし
た。
　今回は、初の試みとして講演会を併せて開
催し、80人の方にご参加いただきました。

　議会報告は、各分科会の座長から予算審査の内容（前号の議会だより「予算審議」の記事と同じ内容）を
報告した後、分科会所属の議員からそれぞれ審査のポイントを報告する形で行いました。その後、事前に頂
いた質問や会場での質問にお答えしました。その内容を一部紹介します。

座長：川口　薫　議員

座長：阿蘇佳一　議員

座長：山下博己　議員

座長：古木勝久　議員

●第１部　議会報告

議
会
に
と
っ
て
も
意
義
の
あ
る
「
議
会

報
告
会
」
と
し
て
い
く
た
め
、
さ
ら
な

る
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、

議
会
と
し
て
実
施
主
体
と
な
る
組
織
・

体
制
づ
く
り
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
市
民
の
多
く
は
、

こ
の
議
会
報
告
会
に
期
待
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
開
催
を
し
て

い
く
よ
う
申
し
添
え
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て

　

「
通
年
議
会
」
に
つ
い
て
は
、
実
施

す
る
方
向
性
は
見
定
め
な
が
ら
、
改
選

後
に
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

「
対
面
式
演
壇
」
お
よ
び
「
委
員
会

中
心
主
義
へ
の
転
換
」
に
つ
い
て
は
、

「
現
行
ど
お
り
」
と
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

「
議
員
間
討
議
」
お
よ
び
「
執
行
部

か
ら
の
逆
質
問
」
に
つ
い
て
は
、
試
行

的
に
実
施
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、

今
後
、
そ
の
検
証
結
果
か
ら
本
格
導
入

に
つ
い
て
、
議
論
の
必
要
性
を
認
め
る

も
の
で
す
。

▼
終
わ
り
に

　

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
は
、
他
の

地
方
議
会
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
共

通
し
た
正
し
い
道
筋
が
存
在
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
合
っ
た
方
向
性
を
見
い
出
し
、
さ
ら

に
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
対
応
し
て

い
く
必
要
も
あ
り
、
終
着
点
の
な
い
命

題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

秦
野
市
議
会
に
お
い
て
は
、
前
の
任

期
も
含
め
、
６
年
余
り
、
議
会
活
性
化

の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
改
選
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
新
た
な
議
会
構
成
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
生
か
し
、

さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化
、
ひ
い
て
は

市
政
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
よ
う
申

し
添
え
ま
す
。
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総務分科会　報告

【各議員がコメントした審査のポイント（要約）】
風間正子　議員： 蓑毛の自然・歴史を観光資源として活用するため、

コースの整備やＰＲなどの提言をした。
木村眞澄　議員： 本市は原則、井戸の設置を認めていないが、災害用

の井戸は認めるべきであると提言をした。
露木順三　議員： 本市の地下水汚染対策はまだ終わっていないことか

ら、基金の積み立てを強く要望した。
横山むらさき議員： 農業の担い手不足を補う福祉と農業の連携や、プレ

ミアム商品券の発行を要望した。

【事前に寄せられた質問等（要約）】
 質 問 等 プレミアム商品券を再度発行してほしいが、考えはどのよ

うか。
 回     答 平成 27 年度のプレミアム商品券発行に係る予算は、国の

交付金を活用し、確保されている。議会としても前回の事
業を検証し、より良い事業となるよう求めている。

  （古木勝久座長）

【各議員がコメントした審査のポイント（要約）】
髙橋照雄　議員： 東海大学生の通学路となる市道の階段部分について、

エスカレーター設置事業の進ちょく状況を確認した。
折口隆二郎　議員： 日産車体社宅跡地買収に伴い、川沿いの道路に右折

レーンを設置することは意義があると評価した。
佐藤文昭　議員： 歩行者の安全のため、渋沢・曲松から線路沿いを通

る市道の歩道設置・拡幅を強く要望した。
大野祐司　議員： 定住化促進住宅への子育て支援施設の設置の提案や、

水道事業の赤字問題についての質疑をした。

【事前に寄せられた質問等（要約）】
 質 問 等 秦野市域の建築物耐震対策はどうか。
 回     答 市内民間住宅の耐震化率は、77％であり、議会としても積

極的な周知・啓発に努めていきたい。 （阿蘇佳一座長）

【各議員がコメントした審査のポイント（要約）】
八尋伸二　議員： 宮永岳彦記念美術館のカルチャーパークへの移転・

複合化を提言した。
野田　毅　議員：生活保護には至らない生活困窮者を救済するための

自立支援法に基づく事業について質疑をした。
横溝泰世　議員：ひきこもりなどの対策や福祉環境整備の視点から、

コミュニティー形成の質疑をした。
高橋文雄　議員：市民の健康を守る視点から糖尿病予防の啓発につい

て、家庭内で話し合うことなどを提言をした。

【事前に寄せられた質問等（要約）】
 質 問 等 秦野赤十字病院の産婦人科医引き揚げ問題について、議会

はどのように行動したのか。
 回     答 県と連携し、各方面との交渉などを行っている市当局をサ

ポートしている。全国的な産婦人科医の不足が問題の根底
にあるため、現在は助産師による分娩業務再開に向け、助
産師の育成・確保を進めているとのことである。議会とし
てもあらゆる手法を考えていきたい。 （川口　薫座長）

【各議員がコメントした審査のポイント（要約）】
小菅基司　議員： 大雪への対応や、新東名高速道路建設に伴う消防の

対応などの質疑をした。
村上　茂　議員： 人口減少社会を迎えるに当たり、市民力・地域力を

強化させるための質疑をした。
和田厚行　議員： 臨時財政対策債が増えざるを得ない状況であること

に留意するよう指摘した。

【事前に寄せられた質問等（要約）】
 質 問 等 市の借金、760 億円は妥当であると考えるのか。
 回     答 多額な費用を要する建設事業などは、その施設を将来利用

する市民にも負担してもらうため借金をしている。その累
積が 760 億円である。毎年の借金の額が妥当かどうか、そ
の都度監視していきたい。 （山下博己座長）




